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平
成
二
十
八
年
四
月
四
日( 

月)

桜
満
開
の
中
、
夕
刻
六
時
よ
り
、
「

 

茶
房
リ
エ
ー
ル
」に
於
い
て
、
「

 

第

四
回
柳
川
川
柳
学
校
」が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
最
優
秀
作
品
受
賞
者
太
田
富
士
雄
さ
ん
の
乾
杯
の
音

頭
に
続
き
、
菅
田
校
長
よ
り
授
業
開
始
の
挨
拶
が
あ
り
、
本
日
の
ゲ
ス
ト
・関
西
民
放
ク
ラ
ブ
「

 

騒
の
会
」

鈴
木
正
勝
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
よ
り
、
「

 

騒
の
会
」
の
活
動
状
況
及
び
句
集
の
製
作
（＊
）

報
告
の
後
、
「

 

柳
川
川
柳
学
校
」
か
ら
「

 

騒
の
会
」
へ
の
参
加
提
案
が
あ
ま
し
た
。
ま
た
将
来
的
に
九
州
民

放
ク
ラ
ブ
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
計
画
等
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
「

 

騒
の
会
」
へ
の
参
加
は
近
々
の
検
討
課
題

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

              

 

今
回
は
、
参
加
者
十
二
名
各
二
句
（

 

自
由
吟

一
句
・課
題
吟

一
句
）
の
計
二
十
四
句
か
ら
、
優
秀
作
品

四
句
・最
優
秀
作
品

一
句
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「

 

騒
の
会
」
か
ら
も
自
由
吟
六
句
・課
題
吟

六
句
の
計
十
二
句
の
投
句
を
い
た
だ
き
、
優
秀
作
品
二
句
・最
優
秀
作
品

一
句
の
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
自
画
自
賛
コ
ー
ナ
ー
。
作
者
各
人
の
心
境
や
生
き
様
が
分
か
る
心
に
沁
み
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

お
待
ち
か
ね
の
結
果
発
表
で
す
が
、
太
田
富
士
雄
さ
ん
の
句
が
二
回
連
続
最
優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

中
締
め
と
し
て
、
辻
川
補
佐
よ
り
、
次
回
六
月
度
の
開
催
要
項
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
六
月
は
、

六
日( 

月)

夕
刻
ス
タ
ー
ト
、
投
句
締
め
切
り
は
五
月
二
十
五
日
（

 

水
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り

次
第

一
斉
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

乾杯！！ 

 

ゲスト鈴木さん（騒の会）ご挨拶 
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騒
の
会
句
集 

 
          

 

  
 

               

参
加
者 

 
 

 
 

 
 

伊
藤
・井
上
・井
口
・太
田
・久
米
田 

 

 
 

 
 

 
 

妹
尾
・高
谷
・松
田
・若
槻
／
菅
田
・

 

 
 

 
 

 
 

辻
川
・吉
原 

 
 

 
 

 
 

ゲ
ス
ト
～
鈴
木
さ
ん
（

 

騒
の
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

報
告
～
吉
原 

 

 

投票・表彰式・集合写真  

２ 
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第
４
回
柳
川
川
柳
学
校
投
稿
句 

自
由
吟 

① 

何
は
さ
て
ス
タ
バ
呼
び
込
む
砂
場
知
事 

② 

妻
ラ
ン
チ
夫
ひ
と
り
で
残
り
飯
～
優
秀
作
品 

③ 

ト
ラ
ン
プ
は
ハ
ー
ト
の
エ
ー
ス
と
勝
負
す
る 

④ 

我
が
家
で
は
犬
が

一
番
俺
最
後 

⑤ 

八
十
路
越
え
女
難
の
相
を
引
き
当
て
る 

⑥ 

八
十
路
な
お
逢
え
ば
と
き
め
く
人
の
居
て
～
優
秀
作
品 

⑦ 

目
が
治
癒
し
ま
じ
と
見
つ
め
る
妻
の
皺 

⑧ 

存
在
を
積
年
の
ツ
ケ
で
知
る
五
体 

⑨ 

飲
み
水
は
ラ
ド
ン-

炭
酸-

水
素
入
り 

⑩ 

老
い
る
と
も
夜
ご
と
愁
い
は
酒
に
捨
て
～
最
優
秀
作
品 

⑪ 

ド
ー
ピ
ン
グ
ロ
シ
ア
妖
精
光
消
え 

⑫ 

す
ぐ
そ
ば
に
汽
笛
聞
こ
え
る
明
日
は
雨 

    

課
題
吟

（

 

光
） 

① 

光
な
き
己
が
人
生
影
ば
か
り
～
優
秀
作
品 

② 

ひ
か
り
よ
り
の
ぞ
み
で
来
て
と
孫
が
言
う 

③ 

人
生
の
光
と
影
が
チ

ェ
ン
ジ
す
る 

④ 

出
し
ゃ
ば
ら
ず
キ
ラ
リ
と
光
る
人
に
な
れ 

⑤ 

我
が
家
鳶
隣
り
代
々
七
光
り 

⑥ 
L

E
D

っ
子
蛍
の
光
斉
唱
す 

⑦ 

我
が
裸
身
朝
の
光
に
晒
ら
し
見
る
～
優
秀
作
品 

⑧ 

思
い
込
め
魔
法
の
世
界
に
待
つ
初
日 

⑨ 

か
が
や
け
ば
闇
い
っ
そ
う
に
深
く
な
り 

⑩ 

春
光
に
追
わ
れ
野
鴨
の
北
帰
行 

⑪ 

甲
子
園
期
待
し
て
る
ぞ
光
る
技 

⑫ 

の
ぞ
み
な
き
時
代
ひ
か
り
が
駆
け
巡
る
～
優
秀
作
品 
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「

 

騒
の
会
」
投
稿
句 

自
由
吟 

① 

プ
ロ
野
球
麻
薬
と
賭
博
で
ツ
ー
ア
ウ
ト
～
優
秀
作
品 

② 

先
送
り
屁
の
子
は
何
処
で
臭
う
の
か 

③ 

雪
月
花-

酒-

夜-

女-

演
歌
節 

④ 

包
丁
を
研
い
で
る
妻
顔
け
わ
し 

⑤ 

怖
い
の
は
ダ
ン
マ
リ
き
め
た
妻
の
顔
～
最
優
秀
作
品 

⑥ 

友
見
舞
う
昔
話
を
手
土
産
に
～
優
秀
作
品 

   

課
題
吟

（

 

光
） 

① 

夜
更
け
道
猫
の
目
光
り
あ
と
ず
さ
り 

② 

拉
致
家
族
見
え
ぬ
光
り
が
北
の
空 

③ 

光
頭
会
栄
え
る
日
本
平
和
で
す 

④ 

お
彼
岸
は
父
の
墓
前
に
光
添
え 

＊

「

 

光
」
は
空
箱
で
す 

⑤ 

光
り
よ
り
暗
が
り
が
良
い
新
婚
さ
ん 

⑥ 

サ
ン
グ
ラ
ス
光
除
け
ず
に
視
線
除
け 

   

特
別
投
句
～
屯
聲 

自
由
吟 

＊
西
行
の
歌
口
遊
み
桜
見
る 

課
題
吟

（

 

光
） 

＊
原
発
の
光
と
影
の
中
で
生
き 


